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　　　　　　プール開き
　南・北小学校でプール開きがおこなわれま
した。

　取材をさせていただいた恰日は、磧れたと

いっても水はまだ冷たそう。

編畿縫織纒難騰雛 人口　12，708人

世帯　3，860世帯

一23（男6，231人　女6，477人）

一20　　　　（6月1日現在）



江南町冑少年健全育成町民会議

り～～あいさつで明るく1主みよい町づく

次
世
代
を
生
き
る
青
少
年
の
健
全
な

育
成
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。
江

南
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
も
、

本
年
度
で
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

地
区
袋
・
運
墓
塁
び
に
役
員

の
か
た
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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（口印地区代表　○印運営委員）平成10年度江南町青少年健全育成町民会議組織

班 地　域 Nα 名　前 住　所 電話 備　　考
12 野　原

團 木村　武雄 野原748 2439 民生・児童委員

1 成沢上

1 内山　博子 成沢H44－II 3636 民生・児童委員 ⑳ 関口　正典 野原623 4302 教育委員・保護司

② 水野　　薫 成沢1061 1432 北小PTA代表 13 小江川東 国 福田　岸子 小江川1317 1650 民生・児童委員

◎ 田口　満男 押切2635－2 3013 商工会代表

14 小江川西

國 野本　善司 小江川1574 1582 民生・児童委員

4 星野　静子 押切2561－9 1057 民生・児童委員 38 飯島　史子 小江川1778－3 6723 幼稚園PTA代表
5 澤田ノブ子 押切2577－1 0928 民生・児童委員・賛同者 ⑳ 笠原　幸枝 小江川1958－34 3825 中学校PTA代表

6 堀野志津子 樋春2072－31 5398 青少年育成推進委員 40 寺田由佳子 小江川2H5 1528 民生・児童委員

2 成沢下
団 関ロ　和枝 成沢281 0995 民生・児童委員 ＠ 平塚　文夫 小江川1865－1 5336 小原駐在官

8 高野　行純 成沢465－3 4891 御正駐在官 ＠ 田中　勝治 小江川207H 2086 少年指導委員

3 三　本

◎ 小柴　文代 三本1927－2 Il68 教育委員 43 野内せつ子 小江川2202－1 5900 近隣高校PTA江南支部代表

10 小柴　捷子 三本1927－2 ”68 民生・児童委員 44 駒井　健次 小江川2091－4 3HO 主任児童委員

” 塚越　忠雄 三本1613－2 4985 近隣高校PTA江南支部代表

15 塩

囮 中島　武平 塩432 2307 保護司

⑫ 神田健一郎 三本1954 4382 青少年相談員代表 46 中島　丈夫 塩35引 3572 児童・民生委員

4 上新田
囮 芝　　市郎 上新田250 1806 民生・児童委員 47 中島　　博 塩44－1 3645 近隣高校PTA江南支部代表

⑭ 新井　豊子 上新田404 4123 賛同者

16 板　井

囮 飯島　啓作 板井878ヨ 1369 民生・児童委員

5 上押切

15 大島　正巳 三本1990－1 4090 公民館長 49 宇治川太平 板井395－1 2078 民生・児童委員

⑯ 新井　久平 三本1997－3 2451 民生・児童委員 50 吉野美知子 板井715 1692 青少年育成推進委員

回 前川美佐保 押切701－1 4455 青少年育成推進委員
17 柴

51 柴　　芳明 柴146 3765 区長会代表

6 下押切

18 持田　俊男 押切305 2138 民生・児童委員 國 柴　サツヱ 柴150 0930 民生・児童委員

19 大島　　清 押切370 2373 賛同者

18 千　代

圓 木村　巳美 千代108－1 2281 民生・児童委員

國 永田　光子 押切134 1020 主任児童委員 54 今井　久子 千代264－6 2459 教育委員

7 樋春南
圖 大澤　照三 樋春348 1620 民生・児童委員 55 上杉　晴男 千代600 1900 南小PTA代表

㊧ 高田　　清 樋春326 1884 社会教育委員長 19 パーク 圃 矢崎富士子 押切2653－31 1852 民生・児童委員

8 樋春北 團 馬場　　宏 樋春851 2212 民生・児童委員 20 中　史 國 富田沙知子 中央3－10－8 2635 民生・児童委員

9
御正新

田坂上

24 水野　龍夫 樋春ig52－5 II74 民生・児童委員

21

幼稚園

　●

学　校

⑱ 高田　武男 江南幼稚園 3375 幼稚園長、保護司

囮 高田　　和 御正新田H33－1 0012 民生・児童委員 59 古沢多実子 同　　上 同上 生徒指導主任

⑳ 石嶋　　正 御正新田1291－1 0182 商工会代表・賛同者 ⑳ 須長　宜久 江南南小学校 1305 校長

27 工藤　悦子 樋春1971－9 7468 青少年育成推進委員 61 斉藤　治行 同　　上 同上 生徒指導主任

10
御正新
田坂下

28 森田　富子 御正新田342 0857 少年指導員 ⑫ 芝塚　久夫 江南北小学校 i389 校長

29 福島　　豊 御正新田493 1722 賛同者 63 長谷川一美 同　　上 同上 生徒指導主任

國 橋本　松枝 御正新田199 2052 民生・児童委員 ＠ 中島　久榮 江南中学校 1335 校長

目 須賀広

31 森田　幸雄 須賀広240 0992 教育委員 65 持田　倫武 同　　上 同上 生徒指導主任

國 森田　節子 須賀広240 0992 民生・児童委員

22 事務局

66 岡部　　進 教育委員会 1521 教育長

⑳ 高橋　文夫 須賀広138 i538 区長会代長 67 大串　秀孝 同　　上 同上 （健全育成担当）

68 鹿庭　吉彦 住民福祉課 同上 （健全育成担当）
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青
少
年
の
健
全
育
成
を
進
め
る
た
め

に
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と

が
最
も
効
果
的
で
す
。

　
町
民
会
議
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

と
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
て
、
三
者
が

一
体
と
な
り
、
さ
ら
に
健
全
育
成
を
所

か
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
に

お
け
る
生
徒
指
導
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

地
域
ぐ
る
み
の
児
童
・
生
徒
の
健
全
育

成
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

全　　体　　会

運営委員会
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

啓
発
部

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
発
行

広
報
部

・
広
報
紙
の
発
行

育
成
活
動
部

．
・
子
供
会
指
導
者

育
成
活
動

・
青
少
年
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
大
会
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広報紙「すこやか」

▼
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
▲

『
思
習
も
口
口
◎
番
の
窃
』
制
虜
駒
鳳

　
例
年
江
南
町
三
校
P
T
A
連
絡
協
議

会
は
、
地
域
の
皆
様
に
雷
雨
時
の
緊
急

避
難
場
所
と
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
近
年
、
変
質
者
と
思
わ
れ
る

者
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
被
害
が
懸
念
さ

れ
る
状
況
が
強
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。　

そ
こ
で
、
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も

た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
、
子
ど

も
た
ち
が
自
分
の
家
以
外
で
駆
け
込
み

保
護
し
て
も
ら
え
る
「
こ
ど
も
二
〇

番
の
家
」
制
度
を
七
月
中
旬
を
め
ど
に

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

協
力
し
て
も
ら
う
こ
と

○
　
子
ど
も
た
ち
が
、
不
審
者
、
変
質

　
者
、
痴
漢
な
ど
の
被
害
に
あ
い
そ
う

　
な
時
に
保
護
し
て
も
ら
う
。

○
　
子
ど
も
た
ち
が
、
雷
雨
時
な
ど
の

　
災
害
に
あ
い
そ
う
な
時
に
保
護
し
て

　
も
ら
う
。

○
　
子
ど
も
た
ち
が
、
事
故
に
あ
っ
た

　
時
な
ど
に
保
護
し
て
も
ら
う
。

具
体
的
な
対
応
内
容

　
子
ど
も
を
保
護
し
、
関
係
機
関
に
連

絡
を
す
る
。
　
（
子
ど
も
の
自
宅
・
学
校

・
駐
在
所
な
ど
）

協
力
を
お
願
い
す
る
家

○
　
通
学
路
に
沿
っ
た
家

○
　
比
較
的
在
宅
時
間
の
長
い
家
な
ど

昌
ど
も
柵
醤
の
家

　
襲
o

　
氏
㌧

●
‘
げ
、

（
o　

　
’
o
ご

　
　
　
戸
0

社
明
運
動
講
演
会

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動

で
す
。

　
町
で
も
こ
の
運
動
の
↓
環
と
し
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
、
入
場
者
全
員
に
記

念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
　
時

場
　
所

講
師

演
　
題

平
成
十
年
七
月
十
八
日
㈹

午後

一
時
三
十
分
か
ら

　
午
後
三
時
ま
で

総
合
文
化
会
館
「
ピ
ピ
ア
」

日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

石
川
牧
　
子
　
先
生

自
分
ら
し
く
生
き
る

　
　
1
一
秒
の
重
さ
ー

（3）



第
十
八
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

ー
公
職
選
挙
法
改
正
1

み
ん
な
賜
ろ
つ
て

　
　
投
票
し
ま
し
ょ
う

「
タ
方
ま
で
仕
事
が
あ
る
か
ら
」
　
「
そ

の
日
は
ゴ
ル
フ
の
約
束
が
…
…
」
。
こ

う
し
た
理
由
で
投
票
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
は
、

自
分
の
暮
ら
し
の
ぺ
ー
ス
に
合
わ
せ
て

投
票
に
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

㎝
　
投
票
時
間
か
廷
長
に

　
今
ま
で
午
後
六
時
ま
で
だ
っ
た
投
票

時
間
が
二
時
間
延
長
さ
れ
、
午
後
八
時

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
仕
事

や
遊
び
の
あ
と
で
も
大
丈
夫
。

二
　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
理
由
を
緩
和

　
自
営
業
の
人
や
冠
婚
葬
祭
の
予
定
が

あ
る
人
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
日
に

い
な
い
人
、
病
気
や
娠
娠
な
ど
の
理
由

で
歩
行
が
困
難
な
人
な
ど
、
一
定
の
理

由
が
あ
れ
ば
、
不
在
者
投
票
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
不
在
者
投
票
の
時
間
も
原
則

と
し
て
午
後
八
時
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。

三
　
子
ど
も
連
れ
で
の
投
票
も
O
K

　
以
前
は
、
投
票
所
に
は
一
人
で
入
る

の
が
原
則
で
し
た
。
　
「
で
も
、
赤
ち
ゃ

ん
を
お
い
て
投
票
に
行
く
の
は
ち
ょ
っ

と
…
」
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
小

さ
な
子
ど
も
と
一
緒
に
投
票
所
に
入
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

施
行
期
日
　
平
成
十
年
六
月
一
日

（
三
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
十
二
月

　
十
九
日
か
ら
）

公
示
日

投
票
日

開
票
日

開
票
所

六
月
二
十
五
日
（
木
）

七
月
十
二
日
（
日
）

午前七時から

　
　
　
午
後
八
時
ま
で

七
月
十
二
日
（
日
）

午
後
九
時
か
ら

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

2
年
齢
満
二
十
歳
以
上
の
人
で
あ
る
こ

　
と

3
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有

　
す
る
ひ
と

4
当
該
市
町
村
の
住
民
票
が
作
成
さ
れ

た
日
（
転
入
届
を
し
た
人
に
つ
い
て

　
は
当
該
届
出
の
日
）
か
ら
引
き
続
き

三
ヶ
月
以
上
そ
の
市
町
村
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
あ

　
る
こ
と

候
補
者
の
経
歴
、
政
見
が
書
か
れ
た

選
挙
広
報
や
投
票
所
入
場
券
は
、
投
票

日
の
前
日
ま
で
に
、
み
な
さ
ん
の
手
元

に
お
届
け
し
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
を
よ
く
ご
覧
い
た
だ

き
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票

所
へ
持
参
し
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
選
挙
の
投
票
の
順
序
は
、
先

に
埼
玉
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
の
投

．
票
を
し
、
次
に
比
例
代
表
選
出
議
員
の

選
挙
の
投
票
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

雛
塾
釜
跡
窪
袈
切
叢
跡

　
江
南
町
で
は
現
在
85
箇
所
の
遺
跡
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
遣
跡
と
は
、
過

去
に
人
間
の
手
が
加
わ
っ
た
土
地
の
痕

跡
を
指
し
、
そ
の
種
類
は
、
集
落
跡
・

釜
跡
・
古
墳
・
寺
院
跡
・
館
跡
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
8
6
番
目
の
遺
跡
と
し
て
、
小

江
川
の
小
堤
山
遺
跡
が
新
た
に
確
認
さ

れ
、
ま
た
既
に
確
認
さ
れ
て
い
た
小
江

川
の
高
根
横
穴
墓
群
・
前
谷
遺
跡
・
片

尻
山
遺
跡
の
範
囲
が
変
更
に
な
っ
た
の

で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
　
「
小
江
川
石
」

ま
た
は
「
福
田
石
」
と
呼
ば
れ
る
凝
灰

岩
の
石
切
場
跡
で
、
古
く
は
古
墳
時
代

に
古
墳
の
石
室
の
石
組
に
使
用
す
る
た

め
に
採
掘
が
始
ま
っ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
確
実
な
時
期
と
し
て
は
、
中

世
に
な
っ
て
石
造
物
や
寺
院
の
石
段
・

基
礎
な
ど
に
使
用
す
る
た
め
に
本
格
的

な
採
掘
が
始
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
石
切
場
に
は
、
切
出

途
中
の
石
材
や
、
石
材
を
切
出
し
た
痕

跡
の
残
る
採
掘
坑
・
平
場
・
ズ
リ
等
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
世
か
ら
の
石
切
場
遺
跡
は
、
関
東

地
方
で
も
確
認
例
が
少
な
く
、
群
馬
県

笠
懸
町
の
天
神
山
石
、
東
京
都
あ
き
る

野
市
の
伊
那
石
、
神
奈
川
県
厚
木
市
の

七
沢
石
な
ど
が
有
名
で
す
が
、
採
掘
の

規
模
・
保
存
状
態
を
見
て
も
、
本
地
域

の
石
切
場
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
り
、

当
時
の
石
材
の
加
工
・
流
通
を
知
る
上

で
貴
重
な
遺
跡
群
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
江
南
町
教
育
委
員
会
）

　　　　　　遺跡の位置
（4）



　
投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票

所
に
行
っ
て
、
自
分
で
投
票
す
る
の
が

原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、

投
票
日
に
自
分
で
投
票
で
き
な
い
場
合

に
は
．
不
在
者
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

期
問
六
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
十

　
　
　
　
一
日
（
投
票
日
の
前
日
）
ま
で

時
　
間
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

《各投票所》

第難投蒙辮

「

大沼公園

涯南薦ノ」、学挾体蕎

　　　圏

JA熊谷
小原支唐

小原駐荘所

第灘搬票麟

馨擢

1L饗鵠　　票道熊谷・小川線

　
　
　
　
　
院

　
　
　
麟
鍍

総
暑
馨
●
小
諜

釜第難投票辮

叛井研修

㌢窯7鐡寺

陣
重

鵠
　
4

　
　
　
至

　
　
　
　
　
午
後
八
時
ま
で

場
　
所
　
江
南
町
役
場
内

持参するも

の
　
入
場
券

　
な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
く
て
も
、

六
月
二
十
五
日
（
公
示
日
）
か
ら
、
不

在
者
投
票
は
で
き
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い

る
人
、
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
が
交
付

さ
れ
て
い
る
人
で
、
一
定
の
基
準
に
当

て
は
ま
る
人
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
こ
と

を
県
知
事
が
証
明
し
た
人
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
郵
便
に
よ
る
た
め
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

間
合
せ
は
、
江
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
盈
三
六
f
一
五
一
二
　
内
線
二
二
七

フぐ1乾，！t．晦』一鱗二 ず

』タ㌦曳

熱霧露
吋、5“6
　　　死　　　　　　　　　一

　f　　碑

－／
　　　　　　　l

懸麟
烈
』　巳㌃

響ザ

ヂ

　
水
道
法
が
改
正
さ
れ
、
指
定
工
事
店

な
ど
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
業
者
の
ほ

か
、
新
た
に
指
定
を
受
け
た
事
業
者
を

紹
介
し
ま
す
。

（平成10年6月4日現在）

指定
番号 会社　名 代表者名 住　　　所 電　話 指定年月日

6 ㈱飯田設備
代表取締役

飯田　良昭
熊谷市大字大麻生1483－1 32－5971 H10．5．28

7 ㈱中島水道
代表取締役

　　　洋次
熊谷市大字万吉709－7 36－5151 〃

8 ㈲新井水道
代表取締役

新　　光則
深谷市大字国済寺512－5 71－3464 H10．6．4

9 ㈱細田設備工業
代表取締役

糸田宗治良
児玉郡児玉町大字塩谷587－1 0495－

72－0909
〃

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事業者または、

当番の指定工事業者へ

お願いしてください。

7月の当番日 指定給水装置工事事業者 電話番号

1　●　6　●11●16●21・26●31 ㈲笠原設備工業所 36－3662

2　●　7　●　12　●　17　・22　●　27 ㈲松　本　設　備 36－5177

3　・　8　・13●18・23●28 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

4　・　9　・14●19・24・29 ㈱光　栄　建　設 36－1052

5　●　10●15●20・25　●30 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

（5）
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身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。　　　　　卜ζリワス

　　　　　鱗　　　　　　麟　顎撃　　　騨　　識　　　　　　　6月7日（日λ江南中学校で体育祭が行
　　　　轍　　　　　　　　　　　壽

爆
欄
、

癬棄

　　　　クリーン作戦

　5月22日働、ゴミゼロの日を前に、江

南町たばこ商組合の皆さんによる、クリ

ーンキャンペーンが役場周辺で行われま

した。

　2時間程の作業で道端や草むらに落ち

ている空き缶やゴミを拾い集めました。

ロ運動

一斉に「ゴミゼロ運

o

ゴミ袋を持ち道路わ

の缶やゴミを拾い、
　
　
の

ミ
缶
た
疲
町

　
の
し
お
な

れさまでした。

づくりにご協力

ゼ
舳
ば
傭
舵
は
猷
伽

ミ
、

ゴ

　5月31日（日）、

動」が行われま

　参加者それぞ

き、空き地、畑

町の美化に協力

　参加した皆さ

　これからもき

ください。

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渉
　
花
火
に
よ
る
火
災
を
防
こ
う
　
ー

た｝
　
子
供
た
ち
に
と
っ
て
待
望
の
夏
休
み

汁
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は
夏
の
風

汗
物
詩
の
一
つ
で
あ
る
花
火
に
よ
る
事
故

聾
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

万卜
　
次
の
こ
と
を
守
っ
て
事
故
を
起
こ
さ

暑》
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

卜卜
　
花
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
十
の
ポ
イ

ト
浮
ン
ト

渋
①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ

を
　
く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

チ

粋
②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

極
　
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
は
や

痘
　
め
ま
し
ょ
う
。

渉
③
風
の
強
い
時
は
、
花
火
遊
び
は
や

　
め
ま
し
ょ
う
。

光
④
必
ず
バ
ケ
ツ
に
水
を
用
意
し
ま
し

ト

ブ
　
よ
う
。

㌧
＞

　
、
　
い
　
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　
、
灘
？
⑦
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を

　
　
、
⑧
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で
点

　
　
、
’
　
火
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
あ

　
－
ト
⑨
吹
き
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒

　
　
｝

　
　
　
も
の
花
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え
て

・
き
　
麟
　
．
　
も
筒
を
の
ぞ
く
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
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トピ・リウス 身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。

1一♪

交通安全教室

　町教育委員会では平成2年より町史の

編さんを行っておりますが、このたび第

3回配本として「江南町史自然編1動物」

を刊行しました。

　この報告書は、現在の町内の動物の生

態を分かりやすく説明したものです。ま

た、写真を多く用いており見るだけでも

楽しい内容になっています。

　ご希望のかたには教育委員会にて1冊

3，000円で頒布しております。

　
灘
　
　
　
　
鍛

　
　
　
　
　
　
　
縢

　5月27日㈱、北小学校で交通安全教室

が行われました。

　当日はあいにくの雨で、体育館での講

義となりましたが、映画を観たり、ゲー

ムをまじえながらの講義で、子どもたち

にはとても好評でした。

　また6月15日（月）には、幼稚園でも園児

と父兄のかたを対象に行われ、腹話術や

信号機を使って、横断歩通の渡り方を教

わりました。

論 伽南町』史

　埼玉県熊谷保健所

電話　0485－23－28”

大腸菌群の検査費用

　　　2，410円

残留塩素の検査費用

　　　650円

社団法人　埼玉県環境検査研究協会

電話　048－649－0310

　大腸菌群の検査費用

　　　　2，400円

　残留塩素の検査費用

　　　　600円

隣これ以外の検査実施機関については、保健所にお問い合わせください。

（7）

井戸水を飲用しているみなさんへ

飲用水の衛生確保のために、井戸水を使用

している人は大腸菌群の検査を受けましょう。

（0－157は、大腸菌群に含まれます。）

　また、受水槽を設置して水道を使用してい

る人は残留塩素の検査を受けましょう。検査

は左の場所で受けることができます。詳細に

ついては、直接お問い合わせください。



　
　
　
　
　
　
縫
鶏
獲
纏
臨
麟
灘
、

マ
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う
盛

健
康
で
丈
夫
な
子
ど
も
に
育
て
る
た

め
に
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
よ
く
寝
て
、

よ
く
食
べ
、
よ
く
遊
ぶ
二
と
は
、
身
体

の
成
長
・
発
達
を
促
し
、
病
気
の
予
防

や
健
康
の
保
持
増
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
、

ま
ず
は
早
寝
・
早
起
き
を
！

　
昔
か
ら
「
寝
る
子
は
育
つ
」
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
よ
く
眠
る
と
い
う

こ
と
は
、
よ
く
食
べ
、
丈
夫
で
、
さ
ら
に

寝
て
い
る
間
に
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
盛
ん

に
分
泌
さ
れ
発
育
も
よ
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
最
近
は
、
大
人
も
夜
型
の

生
活
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
子
ど

も
も
「
朝
寝
坊
の
宵
っ
ぱ
り
っ
子
」
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
夜
更
か
し
が
朝

寝
坊
と
な
っ
て
午
前
中
は
だ
ら
だ
ら
と

過
ご
し
元
気
よ
く
遊
べ
な
か
っ
た
り
、

午後から

の
昼
寝
も
遅
く
な
る
な
ど
悪

循
環
と
な
り
ま
す
。
夜
九
時
頃
に
は
、

寝
る
よ
う
に
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し

ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
人
の
リ
ズ

ム
に
子
ど
も
を
巻
き
込
ま
な
い
よ
う
心

が
け
、
早
く
寝
か
せ
る
よ
う
な
環
境
を

作
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

　
食
專
　
漢
讐
正
し
ぐ
、
、
・

　
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
に
は
、

食
事
を
規
則
正
し
く
と
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
さ
ら
に
、
何
と
い
っ
て
も
食
事

は
楽
し
く
家
族
そ
ろ
っ
て
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
お
母
さ
ん
も
、
毎
日

の
食
事
の
支
度
は
大
変
で
す
が
、
愛
情

の
こ
も
っ
た
食
事
は
、
子
ど
も
に
と
っ

て
は
、
楽
し
く
心
の
豊
か
さ
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
全
て
手
作
り
で
な
く
て
も
、

食
事
を
楽
し
く
す
る
よ
う
な
心
が
け
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
一
旦
二
回
の
食
事

の
ほ
か
、
お
や
つ
に
つ
い
て
も
、
規
則

正
し
く
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
と
よ
く
遊
ぽ
う
！

　
子
ど
も
に
と
っ
て
の
遊
び
と
い
う
の

は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
遊
び

を
通
し
て
身
体
、
精
神
面
が
成
長
・
発

達
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
お
子
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。
遊
び

は
特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
、
子
ど

も
の
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
み
た
り
、
戸
外
で
ボ
ー
ル

遊
び
を
し
た
り
と
身
近
な
こ
と
で
十
分

で
す
。
お
父
さ
ん
と
楽
し
く
お
風
呂
に

入
っ
た
り
、
布
団
の
上
で
ふ
ざ
け
合
う

の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

を
た
く
さ
ん
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し

よ
う
。
ま
た
、
遊
び
も
室
内
遊
び
だ
け

で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
で
き
ま
せ

ん
。
外
遊
び
を
た
く
さ
ん
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
力
い
っ
ぱ
い
走
り
回
っ
た
り
、
自

然
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
食
欲
も
わ
き
、

早
寝
・
早
起
き
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

』
さ
あ
、
今
日
か
ら
で
も
遅
く
あ
蛎
、
ま

ゼ
ん
．
、
．
峯
ど
も
の
生
酒
リ
ズ
ム
を
整
叢

健
康
で
丈
夫
な
子
ど
も
に
育
て
ま
し
ょ

馬
つ
し

　
も
を
も
ペ
ァ
ヒ

ヘ
》

！

タ
ィ

　
，
卍
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O

残
ゴ

～
，

〆

。
レ
ノ
鴎
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甲
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＼

　
五
月
十
日
、
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
大

会
は
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
と
御
正
が
優
勝
、

上
新
田
と
中
央
ク
ラ
ブ
が
準
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
決
勝
）
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
出
場
チ
ー
ム

　
上
新
田
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
、
須
賀
広
、

　
千
代
（
R
U
N
）
、
下
押
切
、
中
央

　
ク
ラ
ブ
、
御
正
、
成
沢
マ
ィ
テ
ィ
ー

　
ズ
、
小
江
川
リ
バ
ー
ス

・
決
勝
戦

▽
A
ブ
ロ
ッ
ク

　
ク
ィ
ー
ン
ズ
　
ニ
ー
○
　
上
新
田

▽
B
ブ
ロ
ッ
ク

御
正
　
二
1
0
中
央
ク
ラ
ブ

識　
五
月
二
十
四
日
と
三
十
一
日
の
二
日

間
、
町
民
野
球
大
会
が
運
動
公
園
と
江

南
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
参
加
し
た
十
チ
ー
ム
の
熱

戦
が
展
開
さ
れ
、
三
本
ク
ラ
ブ
が
優
勝
、

御
正
プ
リ
ン
ス
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
準
決
勝
以
上
）

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
出
場
チ
ー
ム

　
中
央
ク
ラ
ブ
、
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
ズ
、

　
三
本
ク
ラ
ブ
、
江
南
南
会
、
千
代
ソ

　
フ
ト
ク
ラ
ブ
、
板
井
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
、

　
小
江
川
娯
楽
会
、
御
正
プ
リ
ン
ス
、

　
成
友
ク
ラ
ブ
、
御
正
ク
ラ
ブ

　
試
合
結
果
（
準
決
勝
以
上
）

　
　
　
　
ハ
　
　
ロ

（8）
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諭健膿鰹鱒測

￥

k

おはなし会

・日程7月11日仕）・25日（土）

・場所おはなしコーナー
・時　間　午後2時30分～

・対　象　小学校低学年まで
・内　容　紙芝居・絵本

前9時～午後5時

理日の為休館となります。

ウ　　　～f

桝ウ舞『ウ顎⇒．‡y＃

　
土
4
n
1
8
2
5

一
金
3
1
0
1
7
2
4
＠

ダン
木
2
9
1
6
2
3
30

架
－
晶
器

の
火
　
7
1
4
⑳
2
8

月7
月
　
⑥
⑬
2
0
⑳

午
日
整

　
館
書

間
休
図

時
は
は

館
印
印

開
○
◎

○

フランスワールドカップ
観戦ガイド完全版
ワールドカップ。この言葉に
はさまざまな意味や思いが込
められている。　「娯楽」であ
り、　「夢」であり、　「現実」

であったり……。本書は、そ
んなワールドカップをより楽
しく、わかりやすく観戦して
いただくためのガイドである

　　　　　　　　　　　　　　　　　薪蒲圏書の こ案内噸
o今月は、ワールドカップに関連した図書を、紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よう・　　　　　　　i

日
　
　
5
2
9
6

　
　
　
1
　
1
0
乙

　　　　　　　　　　　　　　　コロッケの語源は18世紀にフランスで誕生したクロケット　（Croquette）がナマ
　　　　　　　　　　　　　　　ッたものです。
　　〆蝋際響鞠　撫撫裾　　　　　　クリームコロッケとは中身がクリーミーなコロッケのことで、そのトロミの正体

〆　．，．、、　鰍　はベシャメルソースです・美食家で有名なフランス国王ル仙世の宴会担当執事力ご

　　　　　景　　　　　　　　　昭和6年、ミートクロケットを開発しました。兀祖・クリームコロッケとして資生
参考　　　　　　　　　　　　　　堂パーラーに登場しました。
「どっちの料理ショー」

　よみうりテレビ＋ハウフルス編

ノ

鋼
麗クフヲ御正プリンス

　
江
南
町
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
の
ゴ
ル
フ

大
会
が
五
月
十
九
日
、
江
南
バ
ー
ド
レ

イ
ク
C
C
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
県
大
会
の
選
麦
試
を

兼
ね
て
お
り
、
参
加
し
た
四
十
六
名
の

選
手
の
自
熱
し
た
プ
レ
ー
が
印
象
に
残

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
男
子
の
部

優
勝
小
林
泰
隆
（
小
江
川
）

準
優
勝
中
嶋
　
孝
　
　
（
在
　
勤
）

第
三
位
萩
原
　
聖
一
（
成
　
沢
）

▽
女
子
の
部

優
勝
山
・
剰
杢
ツ
子
（
千

準
優
勝
　
牛
尾
　
昌
子
（
三

第
三
位
　
仲
　
ケ
イ
子
（
中

▽
ベ
ス
グ
ロ
賞

男
子
小
林

　
女
子
山
・
剰
木
エ
ツ
子
（
千

代
）

本
）

央
）ス

コ
ア

　
　
　
　
　
　
泰
隆
（
小
江
川
）
8
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
）
92

※
今
回
の
大
会
の
使
用
テ
ィ
ー
は
、
男

子
縁
バ
ッ
ク
テ
ィ
i
、
女
子
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
テ
ィ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▽
市
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
出
場
者

男
子
小
林

　
　
　
鈴
木

　
　
　
萩
原

　
　
　
浅
見

　
　
　
大
野

　
　
　
古
谷

レ
デ
ィ
ー
ス
牛
尾

泰
隆
（
小
江
川
）

一
夫
（
小
江
川
）

合昌菊　悦聖
子子次滋雄一
革宣挿雀甲晟

央本切勤央沢
）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）
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1月判即、7㌔ノ

　　　ネネチネネネネネチネネあネネネネ

　　　　もよおし
　　　ネネネネネネネササヤトネあネゆヘネぢへ

　　　　船木スポーツセンター

　　　　プール開催日のお知らせ

　　　荒川南部環境センター内に設置さ
　　　れている、船木スポーツセンターの

　　　プールを下記のとおり開催いたしま
　　　す。

　　　開催日　7月5日（日）・11日（土）・12日（日）

　　　　　　18日（土）・19日（日）・20日侮δ

　　　　　　7月21日から8月31日まで
　　　　　　は月曜日を除く毎日開催い
　　　　　　たします。
　　　　　　9月5日（土）・6日（日）・12日仕）

　　　　　　13日（日）

　　　問合せ　荒川南部環境センター「清

　　　　　　流苑」　盈0493－39－2203

　　　　森林公園無料開園のお知らせ

0武蔵丘麟林公園では、国土建設
　　　週間の一環として、7月12日（日）が無

　　　料開園日となります。

　　　　当日開催されるエクササイズ・ウ

　　　オーキング教室に参加して、雑木林

　　　に咲くヤマユリやカブトムシを探し

　　　ながら散策してみませんか。

　　　問合せ　国営武蔵丘陵森林公園

　　　　　　奮0493－56－2225

隼寧乎牽申噸隼寧率塾寧弘曝、ト寧寧

場うだん
隼寧寧率塾弘寧申、←、卜塾 略曝率申、←

彩の国まちかど労働相談

　賃金、退職金、解雇、有給休暇、

社会保険、パート、労働など仕事や

職場の間題に関する相談を弁護士と

社会保険労務士が無料でお受けしま
す。　（職業紹介は除きます。）

日時平成10年7月18日（土）

　　　午後1時～午後4時
場所深谷上柴ショッピングセン

　　　ター1F
　　　深谷市上柴町西4－2－14
問合せ　埼玉県熊谷労政事務所

　　　岱0485－23－2817

：

1　　　窃　ね
：

：

オ
か

・　日常生活上介護や援助を必要とす
ウ

・る高齢者を、社会全体で支えていく
1ための介護保険制度が平成12年度か

1ら実施されることになりました。

亭　このため町では、今後必要となる
を

Φ福祉サービスの量を把握し、被保険
の

む者の皆さんにお支払いいただく保険
1料の額を決定するためのアンケート

1調査を実施します。

薯　ぜひご協力ください。
も

・期　間　平成10年7月～8月
：
を

i　　　賜　o～
：

2
タ

1　年金を受けているかたには年6回

1の支払のつど社会保険庁から支払通
。知書が送付されていましたが、平成
ウ

・10年6月からは年1回通知（6月）
ウ

串に変わりました。　（郵便局窓口で受

3
3
卓　公的年金は、自動物価スライド制
ウ

砂がとられていますので、物価が上が
む

毒ったり下がったりすると、年金額も
1自動的に改定されます。平成9年の

1消費者物価指数が対前年比1．8％の

：

オ

；

1
：

：
忌

垂寧寧寧嘱、寧率、ト、ト》、、卜寧喚申寧寧寧塾》群申

　　　　　　　　　が　い
㌔←粘睡・曝、ト申、執漁寧弘隼寧、ト率恵寧寧略隼申

介護保険アンケートにご協力ください

　　　　　　　　　　対象者　①65歳以上のすべてのかた
　　　　　　　　　　　　　　②40歳から64歳までの抽出

法方

問合せ

　されたかた

対象者のかたに調査用紙を

郵送します。回答いただい

た用紙は役場に返送してい

ただくか、地区の民生委員一’
さんが回収にうかがいます。5

役場住民福祉課

智36－1521内線224

ネネネネネぷネヂネネネゆネネネネんトヤトちかネ

　　　　　　　　　ほ　か
寧，、←寧寧弘、ト率、弼略寧率申車弘寧率．寮・車略㎏←

年金の支払通知が年6回から年1回に変わりました

け取っているかたは、従来どおり送
付されます。）なお、年金額に改定の

あった場合にはそのつど改定通知書

が送られます。

4月から年金額がアップしました

上昇であったため、4月分の年金額

（6月支払分）から1．8％引き上げ

られました。福祉年金は8月支払分

から改定されます。

旧 10年4月から

老齢基礎年金（満額） 785，500 799，500

障害基礎年金（1級） 981，900 999，400

（2級） 785，500 799，500

遺族基礎年金（子1人） 1，011，500 1，029，500

老　齢福祉年　金 402，400 409，600

（一部支給停止後の額） 314，100 316，500

噛
O
『
霞
一
”
一
］
0
5

癒
へ
し
眼
に
ま
ば
ゆ
く
光
る
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

上
棟
の
響
く
槌
音
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

日
に
透
き
て
神
在
す
ご
と
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
ト
ヨ

朝
の
陽
に
生
き
る
よ
ろ
こ
び
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

柿
若
葉
ゆ
ら
り
と
風
を
招
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
　
進

S
L
の
走
る
秩
父
路
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

柿
若
葉
リ
ュ
ッ
ク
の
色
も
友
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
文
恵

柿
若
葉
萌
え
る
木
肌
を
包
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
ひ
さ

透
き
し
衣
に
た
め
ら
い
少
し
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
井
登
代
子

柿
若
葉
摘
み
て
タ
餉
の
一
品
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

柿
若
葉
孫
一
才
の
誕
生
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

剥
い
た
眼
に
若
葉
一
ぱ
い
仁
王
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

石
仏
の
頬
ま
で
染
め
し
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

柿
若
葉
乙
女
の
頬
に
重
ね
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

俳
句
会
⑪

こ
う
な
ん

（1①



　　置同〒贋，、≡ン』ノ

　　　　　　　　寧㌧←層、・葵、卜、ト寧、ト寧㌔ト車車申・“脅・申

　　　　　　　　　ぽしゅう
　　　　　　　　申寧車寧寧寸・寧．塾寧申寧寧㌦熟㍊儀、卜申

　　　　　　　　平成10年度　町職員採用試験

　　職種の内容及び採用人員

　　　　　一般行政事務　若干名
　　受験試格　昭和48年4月2日から、昭和56年4月1日までに生まれたかた
　　　　　　で、学歴は間いません。
　　試験日時及ぴ場所
　　　　　筆記試験…　　9月20日（日）会場　立正大学
　　　　　　口述試験…　　10月中に役場で行う予定
⊆合否の発表
0　　　　　　　10月中に受験者全員に通知。合格者に対しては、町役場掲示場に

〇一　　　　 掲示
一d申込み手続き
⊆　　賭書類に必要構を記入して・役場総務課へ提出してくださ

』　　　　　　　なお、郵送により申し込む場合、封筒に（採用試験）と朱書きし

O　　　てくださレ、．

｝ 受付期間　8月3日から8月14日の午前8時30分から午後5時まで受付。
　　　郵送の場合は8月14日の消印のものまで有効とします。
書類の請求　役場総務課に請求してください。

問合せ役場総務課麿36－1521内線226・227

　　　　ふるさとの味　～伝承士だより～一

町では、6名の伝承士さんに加え、新たに4名のかたを伝承士に認定しま

した。古くから町に伝わる料理及び町の味を、たやすことなく伝承すること

を目的としています。

そこで今年度の事業の一つであります、中学生を対象とした、炭酸まんじ

ゅうづくりの講習会を計画いたしました。ぜひご参加ください。

覇象言戦雛・麗驚1〆嘱　響
錨鷺暑届郡…灘∵譲，謹鷺

参加費無料　　　　‘，、　　　　　　　，・
用意する物エプロン（給食着戸、藤，鶴　　　　　　　　　　　　』

　　　　　　　自衛官採用のお知らせ

防衛庁では来春採用予定者の受付

及び試験をつぎの日程で開始いたし
ます。

応募資格　平成11年4月1日現在18
　　歳以上27歳未満の人（募集
　　種目により年齢規定及び受

　　申日教場　　日成場
　　込　育　　　　人
　　み時相所　　時健所
　　　　談　　　　康

　　　付期間が異なりますので、

　　　詳細についてはお間い合わ

　　せください。）
受付期間　平成10年9月11日まで
試験期間　平成10年9月19日から
募集内訳　2等陸・海・空士、曹候

　　　璽転嫌鮮蕩
1　　　　衛大学校生、看護学生（女

　　　子のみ）
　資料請求及び問い合わせ

　自衛隊埼玉地方連絡部熊谷募集事
　務所　熊谷市末広2－119

　電話22－4855

』　　8020よい歯のコンクール

　「80歳で20本以上自分の歯を持つよ

　うにしよう」という8020運動に
　ちなんだコンクールです。

　県内在住の80歳以上（平成10年4

　月1日現在）で自分の歯が20本以上
　ある健康なかたは、7月21日までに

灘く鍮糎所で。腔内審査を

　　　実施いたします。

　　　　（第1次審査は8月4日）

原
則
と
し
て
毎
週
水
曜
日

江
南
町
教
ム
具
亥
員
会

奮
三
六
－
⊥
五
↓
二

内
線
二
二
七

1表彰8020達成者に対して県
：　知事・保健所長表彰があり●
1　　ます。
1連絡先　熊谷保健所保健予防推進担
の

o　　当暦0485－23－2811
き

。　「第38回全国下水道促進デー」

　標語コンクール作品募集
き

，対象県内に在住、在勤、在学の
o　　　かた
Oテーマ　下水道への理解と関心を深
む

O　　　　め、下水道普及の促進に資
む

噛　　　するもの
o

形式禦購「謙度償

締切り　平成10年7月15日㈱
応募官製はがきに応募作品1点、
方　法　住所、氏名（フリガナ）、

　　　年齢、職業、電話番号を明
　　　記のうえ、応募先あて送っ

　　　てください。
・応募先　〒336－8501

　問合せ　浦和市高砂3－15－1
’　　　　埼玉県庁下水道課

　　　岱048－824－2111
　　　内線5457

行
政
・
心
配
ご
と
相
談

日
時
七
月
二
十
八
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
九
時
二
十
分
～
正
午

場
　
所
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
今
回
は
、
弁
護
士
が
ま
い
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
・
結
婚
相
談

日
時
七
月
十
四
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

場
　
所
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
i

成
人
健
康
相
談

日
時
七
月
七
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～

　
　
　
　
　
午
前
十
一
時
三
十
分

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

柿
若
葉
湯
の
香
漂
う
旅
枕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

ア
ー
バ
ン
号
車
窓
は
新
緑
絵
巻
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
瑞
不
三
子

柿
若
葉
新
芽
守
り
つ
緑
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

ひ
た
む
き
に
燃
へ
出
す
部
活
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

雨
戸
繰
り
ま
つ
先
に
染
む
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男
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⑯登場希望の人（対象は生後6ヵ月以上1歳未満）は役場総務課智36－1521へ連絡してくださいすこやかさん

　　　　ゆう　　すけ

石川裕典ちゃん⑭
　平成9年7月22日生

両親｛＋騨篇代

　テレビが好きで、最近は

「ポンキッキーズ」を見て

手をたたいて喜んでいます。

　明るく、素直な子に育っ

てほしいと思います。

　　　　ゆ　　　き

杉田有紀ちゃん㊧
　平成9年10月23日生

両親｛章畿野原

　お姉ちゃんと一緒にブラ

ンコ乗りが大好きな有紀で
す。

　元気で思いやりのある子

に育ってほしいです。

　　　　あや　　の

馬場彩乃ちゃん㊧
　平成9年9月6日生

両親｛嚢譲樋春
　つかまり立ちも楽にでき

る様になって気になる物を

見つけては楽しそうに毎日

遊んでいます。

　元気いっぱいな女の子に
育ってね。

　　　　　　じゆん
嶋山　　潤ちゃん⑭
　平成9年9月16日生

両親｛嬰轍．餌ク

　わが家のスーパースター

潤です。ただいま、ハイハ

イと伝い歩きで家の中を探
検中です。

　元気が一番、いたずらが
んばれ！ノ
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▼
作
り
方

①
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
し
ま
す
。

②
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
は
細
か
く
砕
き
ま
す
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
引
き
、
ひ
き
肉

　
と
①
を
入
れ
肉
の
色
が
変
わ
る
ま
で

　
妙
め
ま
す
。
次
に
小
麦
粉
を
加
え
、

　
二
～
三
分
妙
め
ま
す
。

④
③
に
⑤
を
加
え
と
ろ
み
が
つ
く
ま
で

　
弱
火
で
か
き
ま
ぜ
ま
す
。

⑤
④
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
加
え
好
み
の
味

　
に
整
え
ま
す
。

⑥
四
つ
の
皿
に
御
飯
を
よ
そ
り
ま
す
。

⑦
フ
ラ
イ
パ
ン
に
卵
一
個
を
流
し
半
熟

　
の
う
ち
に
②
を
％
乗
せ
片
面
の
み
焼

　
き
ま
す
。
上
の
チ
ッ
プ
が
落
ち
な
い

　
様
に
⑥
の
上
に
乗
せ
ま
す
。

⑧
⑦
に
⑤
の
ソ
ー
ス
を
か
け
て
、
ブ
ロ

　
ッ
コ
リ
ー
な
ど
で
飾
り
付
け
ま
す
。
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虫
干
し
に
猫
も
ほ
さ
れ
て
ゐ
た
り
け
り

　
　
　
　
　
　
一
茶
（
七
番
日
記
）

亡
き
人
の
小
袖
も
今
や
土
用
干
し

　
　
　
　
　
芭
蕉
（
季
語
辞
典
）

　
虫
干
し
は
、
虫
払
い
、
土
用
干
し
な

ど
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　
虫
干
し
は
梅
雨
の
明
け
た
夏
の
土
用

（
七
月
二
十
日
こ
ろ
か
ら
十
八
日
間
）

の
晴
天
の
日
に
、
衣
類
や
蔵
垂
貝
書
画

な
ど
を
、
か
び
や
虫
の
害
か
ら
守
る
た

め
に
陰
干
し
に
し
て
外
気
に
あ
て
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　
昔
は
縁
側
に
本
や
衣
類
を
並
べ
た
り
、

晴
れ
着
な
ど
を
衣
紋
掛
け
に
か
け
た
り

す
る
虫
干
し
の
風
景
が
よ
く
み
ら
れ
ま

し
た
。
最
近
の
都
会
の
家
で
は
緑
側
な

ど
が
な
い
こ
と
が
多
い
せ
い
か
、
こ
う

し
た
風
景
を
見
た
こ
と
が
な
い
人
が
ほ

と
ん
ど
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
梅
雨

期
に
湿
っ
た
布
団
な
ど
は
布
団
乾
燥
機

で
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
神
社
、
仏
閣
な
ど
で
は
本
尊

や
宝
物
の
虫
干
し
を
兼
ね
て
開
扉
し
て

拝
観
さ
せ
る
行
事
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
う
つ
と
う
し
い
梅
雨
が
明
け
、
夏
空

に
変
わ
る
と
ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の

シ
ー
ズ
ン
。
天
体
観
測
を
通
じ
て
大
気

の
汚
れ
を
調
査
し
、
環
境
保
全
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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